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込
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・
広
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◀
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◀

広
告看護師募集

保健師・薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師
臨床工学技士も募集しています。

あなたの支えは何ですか？
私たちの支えは、
「あなた」です。

詳しくはホームページをご覧ください。詳しくはホームページをご覧ください。

「当院だけの特典」もご覧ください。
携帯からのアクセスはQRコードより

http://www.fsih.jp/http://www.fsih.jp/

看護職を目指す学生さんは奨学金制度をご利用ください。

社団法人  全国社会保険協会連合会

福井社会保険病院
TEL.0779-88-0350TEL.0779-88-0350お気軽にお問い合わせください（庶務課）お気軽にお問い合わせください（庶務課）

保育施設完備…子育ても安心な環境です。
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件数内訳 平成23年4月末 前年比
総件数 175件 ＋5件
　人身事故
（うち高齢者）

17件
（8）

－5件
（＋2）

　　死　者
（うち高齢者）

2人
（2）

＋1人
（＋1）

　　傷　者 20人 －3人
　物損事故 158件 ＋10件

5月の納税

編
集
後
記

軽自動車税▶1期
納 期 限▶5月31日（火）
口座振替▶5月26日（木）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

勝
山
市
が
独
自
に
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
支
援
し
て

き
た
福
祉
避
難
所
の
運
営

が
、
５
月
１
日
か
ら
医
療

法
人
財
団
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
が
、
今
後
も
復
興

の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

環
境
保
全
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
前
園
さ

ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
の
腕
前
も
プ
ロ
級
で

す
。
今
後
も
コ
ラ
ム
や
写

真
を
定
期
的
に
ご
紹
介
し

て
い
く
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
本
文
記
事
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。

3月末現在
自 然 動 態 社 会 動 態

4月末現在 月間増減
出生 死亡 計 転入 転出 計

男 12,478人 3 17 －14 21 －19 2 12,466人 －12人
女 13,665人 10 15 － 5 22 －17 5 13,665人 －0人
合　計 26,143人 13 32 －19 43 －36 7 26,131人 －12人
世帯数 8,223世帯 8,223世帯 0世帯

人口の動き

　
『
太
平
記
』
に
出
て
く
る
三
峰
城
は
、
福
井
市

一
乗
谷
と
鯖
江
市
河か

和わ

田だ

と
の
間
の
「
城
山
」（
海

抜
四
〇
四
・
五
ｍ
）
で
あ
る
。

　

建
武
三
年
（
延え
ん
げ
ん元
元
年
・
一
三
三
六
）
十
月
、

新
田
義
貞
は
金か
ね

ヶが

崎さ
き

城（
敦
賀
市
）に
立
て
籠
も
っ

た
が
、翌
年
三
月
、杣そ
ま

山や
ま

城
（
南
越
前
町
）
に
移
っ

た
。
こ
の
年
、
平
泉
寺
は
三
峰
城
に
入
り
、
脇わ
き

屋や

義よ
し

助す
け

を
迎
え
た
。
こ
の
こ
と
を
『
太
平
記
』
は
「
こ

の
時
ま
で
は
、
平
泉
寺
の
衆し
ゅ

徒と

等ら

、
み
な
二
ふ
た
ご
こ
ろな

き
将
軍
方
に
て
あ
り
け
る
が
、
如い
か
が何
思
ひ
け
ん
、

過く
わ

半は
ん

引
き
別
れ
て
宮み
や

方か
た

に
与よ

力り
き

し
、
三
峰
に
打
ち

出
で
て
城
を
構
へ
て
、
敵
を
待
つ
と
こ
ろ
に
伊い

自じ

良ら

次じ

郎ら
う

左さ
え
も
ん
の
じ
や
う

衛
門
尉
こ
れ
に
与く
み

し
て
、
三
百
余
騎
に

て
馳は

せ
加く
は

は
る
」
と
記
し
て
い
る
。「
将
軍
方
」

は
足
利
尊
氏
の
北
朝
、「
宮
方
」
は
後
醍
醐
天
皇

の
南
朝
を
示
す
。「
過
半
引
き
別
れ
て
宮
方
に
与

力
し
」
と
い
う
文
言
は
、
平
泉
寺
の
行
動
を
読
み

解
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
平
泉
寺
衆
徒
の

過
半
が
、
引
き
別
れ
て
後
醍
醐
天
皇
方
の
南
朝
に

つ
く
こ
と
を
決
意
し
、
三
峰
城
に
立
て
籠
も
っ
た
。

さ
ら
に
平
泉
寺
に
与
力
し
た
の
が
大
野
の
伊
自
良

次
郎
左
衛
門
で
、
上か
み

味あ
じ

見み

の
中な
か
ん
て手
に
城
館
を
建
て
、

道
元
禅
師
と
と
も
に
来
日
し
た
中
国
僧
寂じ
ゃ
く

円え
ん

が
、

宝ほ
う
き
ょ
う慶
寺じ

を
開
山
す
る
の
に
助
力
し
た
。

　

平
泉
寺
は
三
峰
城
に
脇
屋
義
助
を
迎
え
て
援
軍

し
、
新
田
義
貞
が
越
前
を
制
圧
す
る
の
に
助
力
し

た
。

　

三
峰
城
の
北
西
八
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
所
に
、
中
世

三み
つ

峰み
ね

寺じ

と
い
う
山や
ま
で
ら寺
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
の
墓
地

跡
か
ら
は
六
〇
基
あ
ま
り
の
五
輪
塔
な
ど
の
墓
塔

が
発
掘
さ
れ
た
が
、
こ
の
寺
は
平
泉
寺
の
末
寺
で

あ
っ
た
。
こ
の
地
に
江
戸
期
子こ

安や
す

観か
ん

音の
ん

堂ど
う

が
あ
っ

た
が
、
こ
の
本
尊
の
聖し
よ
う
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
り
つ
ぞ
う

観
音
菩
薩
立
像
（
平
安
後

期
作
）
は
、
三
峰
寺
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
堂
は
明
治
以
後
は
白
山
神
社
と
な
り
、
ま
た
三

峰
村
の
山
崎
久き
ゆ
う
す
け助
家
は
由
緒
あ
る
家
柄
と
し
て
、

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
こ
の
地
で
生
活

し
た
。（
参
考
文
献「
新

編
日
本
古
典
文
学
全

集
55　

太
平
記
②
」、

三
峯
城
跡
保
存
会「
三

峯
の
歴
史
、
伝
説
・

浪
漫
」）

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

三峰城跡（城山）と三峰の村（昭和5年則図）

三峰城跡に建つ「脇屋三峰城跡に建つ「脇屋
義助卿守戦之地」と銘義助卿守戦之地」と銘
のある石碑のある石碑
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◆
自
主
防
災
組
織
と
は

　

自
治
会
な
ど
を
単
位
と
し
て
組
織
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
基
盤
と
し
て
、
地
域

の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の

防
災
活
動
な
ど
を
行
う
組
織
で
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

平
常
時
は
、
啓
発
活
動
や
地
域
の
連
絡
体

制
づ
く
り
に
努
め
、
非
常
時
に
は
救
出
・
救

護
・
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
補
助
金
の
種
類
・
金
額

設
立
事
業
補
助
金

　

組
織
設
立
時
に
一
律
３
万
円
を
補
助

活
動
事
業
補
助
金

　

自
治
会
の
規
模
別
に
、
１
年
ご
と
の
活
動

費
を
補
助

•
１
〜
50
世
帯 

（
１
万
円
）

• 

51
〜
１
０
０
世
帯 

（
２
万
円
）

•
１
０
１
〜
２
０
０
世
帯 

（
３
万
円
）

•
２
０
1
世
帯
以
上 

（
５
万
円
）

備
品
購
入
事
業
補
助
金

　

防
災
備
品
の
購
入
な
ど
、
補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
（
上
限
20
万
円
）
ま
で
を
補
助

問　

総
務
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
６
）

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
例
を
見
て
も
、
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、
建
物
の
倒
壊
や

火
災
、
道
路
の
損
壊
な
ど
が
同
時
多
発
的
に

発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
が
大
規
模
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
行
政
に
よ
る
救
援
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
被
害
者
を
少
し
で
も
減

ら
す
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
対

す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
今
回
、

自
主
防
災
組
織
補
助
金
要
綱
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
各
地
区
で
の
組
織
設
立
に
つ

い
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い

　

災
害
に
強
い

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

自主避難訓練の様子

住
宅
の
耐
震
工
事
に
関
す
る

補
助
金

木
造
住
宅
耐
震
診
断
促
進
事
業
補
助
金

　

専
門
家
に
よ
る
診
断
・
耐
震
補
強
プ
ラ

ン
作
成
に
か
か
る
費
用
を
補
助

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

　

右
記
の
耐
震
補
強
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
耐

震
改
修
を
補
助

補
助
金
額
▼
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の

３
分
の
２
以
内
（
上
限
60
万
円
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

・
問　

建
設
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
７
）

市
独
自
の
被
災
者
救
援
活
動
の
た
め
の

　

勝
山
市
東
日
本
大
震
災

　
　
　
　
　
　

救
援
寄
附
金

受
付
場
所
▼
市
役
所
（
会
計
課
）・
す
こ
や

か
（
福
祉
・
児
童
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
）

㈳勝山建設業会様から100万円
の寄附をいただき、感謝状を贈
呈しました。

市長となんでも語ろう会

　市が岩手県陸前高田市に対して行ってきた行政支援（福
祉避難所の運営、緊急消防援助隊、救援物資の搬送など）
について、市長をはじめ、被災地で活動された介護施設の
職員や市職員などから市民の皆さまに報告します。

と　き▶5月31日（火）午後７時～９時
ところ▶教育会館　ホール
内　容▶
　⑴　陸前高田市の被災状況と直接支援に至った経緯
　⑵　陸前高田市への支援内容について
　　・緊急消防援助報告
　　・救援物資の搬送報告
　　・福祉避難所の運営職員などからの報告
　　・今後の行政支援について
　⑶　勝山市の防災対策について
　　・自主防災組織の設立
　　・地域防災指導者（防災士）の養成　など
※チャイルドルーム完備

問　未来創造課（☎88‐1115）

「陸前高田市への救援支援報告会」「陸前高田市への救援支援報告会」
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東
日
本
大
震
災
支
援
に
つ
い
て

陸
前
高
田
市
へ
の
支
援
活
動
報
告

陸
前
高
田
市
へ
の
支
援
活
動
報
告

　

陸
前
高
田
市
へ
独
自
支
援

　

勝
山
市
は
、
震
災
直
後
に
岩
手
県
陸
前
高
田

市
に
派
遣
さ
れ
た
緊
急
消
防
援
助
隊
と
同
時
に

救
援
物
資
を
３
回
に
わ
た
り
被
災
地
に
届
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
陸
前
高
田
市
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
4
月
5
日
か
ら
30
日
ま
で
の
26
日
間
に
渡

り
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
や
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
市

職
員
と
市
内
外

の
介
護
施
設
職

員
や
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど

1
1
2
人
を
派

遣
し
、
24
時
間

体
制
で
介
護
支

援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
5
月
1
日
以
降
の
福
祉
避
難
所
の
運

営
に
つ
い
て
は
、「
医
療
法
人
財
団　

青せ
い

山ざ
ん

会か
い

（
神
奈
川
県
三
浦
市
）」
が
主
体
と
な
っ
て
、
引

き
続
き
介
護
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
運
営

に
は「
い
た
ば
し
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
東

京
都
板
橋
区
）」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
団

体
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
で
は
、
今
後
も
陸
前
高
田
市
の
復
興

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

陸前高田市長感謝の言葉
　勝山市の皆様へ
　このたびの東日本大震災では、陸前高田市においても甚大な被害を
受けましたが、全国から多くのご支援が寄せられており、少しずつでは
ありますが、復興に向けた取組みを進めているところでございます。
　特に勝山市様からは、大震災直後に消防の緊急援助隊の派遣やい
ち早く救援物資が届けられ、また、避難所や在宅において介護を要す
る方々を一時的にお預かりする福祉避難所「炭の家」を開設する際の
運営立ち上げなど、全面的なご支援を賜っております。
　同所の運営にあたりましては、勝山市の職員をはじめ介護施設から
も多くの方々が800キロメートルもの遠い道のりをおいでになり、献身
的に従事される姿には、ただただ感謝の気持ちでいっぱいでありました。
　お蔭様にて、福祉避難所の利用者及びその家族からは好評で、初
期の目的以上の成果があげられているところであり、さらには運営の円
滑な引継ぎまでお世話をしていただきました。
　これまでの物心両面にわたる幅広いご支援を決して忘れることなく、
復興に向け市民一丸となって取組んでまいりますことをお誓いし、深
く感謝の気持ちをお伝えいたしたいと存じます。
　これをご縁に、両市がおつき合いを進め、末永く結びつきを深めて
いくことを願っております。
　大変ありがとうございました。

　平成23年５月１日
陸前高田市長　戸　羽　　太

空を泳ぐ勝
山市民の

支援！

空を泳ぐ勝
山市民の

支援！

勝山市民からの寄附金で購入された鯉のぼりを福祉避難所で掲揚勝山市民からの寄附金で購入された鯉のぼりを福祉避難所で掲揚

青山会の内藤理事長（写真左）と、いたばし災害支援
ネットワークの河合さん（5月1日福祉避難所前）

市立図書館横に掲げる応援メッセージ懸垂幕

戸羽陸前高田市長と会談する山岸市長
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国保
１
年
に
一
度
自
分
の
身
体
を
知
る
た
め
に

　
　
　

特
定
健
診

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
を
受
け
て

　
　
　

生
活
習
慣
病
を

予
防
し
よ
う

　

特
定
健
診
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
お
よ
び
そ

の
予
備
群
の
か
た
を
早
期
発
見
し
、
特
定

保
健
指
導
に
よ
り
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

40
歳
〜
74
歳
の
か
た
（
特
定
健
診
）

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
改
善
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
か
た
に
は
、
が
ん
検

診
と
併
せ
て
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

を
５
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

75
歳
以
上
の
か
た
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

後
期
高
齢
者
健
診
は
、
健
康
の
保
持
・

増
進
の
た
め
に
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
か
た
に
は
、

「
後
期
高
齢
者
健
診
の
ご
案
内
」
を
５
月
下

旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

※
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者

健
診
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

受
診
の
際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
受
診
券
が
届
い
た
ら
、
受
診
券
に
記
載

し
て
あ
る
有
効
期
限
な
ど
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

◆
「
集
団
健
診
」
を
受
診
す
る
か
、
ま
た

は
指
定
の
医
療
機
関
へ
申
し
込
ん
で
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
時

に
は
「
受
診
券
」
と
「
保
険
証
」
が
必

要
で
す

◆
人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ま
れ
た
か
た
に

は
、
受
診
券
を
送
付
し
ま
せ
ん
（
重
複

受
診
と
な
る
た
め
）

　

な
お
、
５
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
か
た
に
は
、
受
診
券
が
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
希
望
の
か
た
は
健
康
長

寿
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課 

（
☎
87
‐
０
８
８
８
）

　
　

市
民
課 

（
☎
88
‐
8
1
0
2
）

苦
情
の
特
徴

①
年
齢
別
で
見
る
と
、
60
歳
以
上
の

か
た
か
ら
の
相
談
が
77
件
で
、
全
体

の
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

②
商
品
別
分
類
で
見
る
と
、「
有
料
出

会
い
系
サ
イ
ト
」
な
ど
の
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
詐
欺
に
関
す
る
相
談
が
１
番

多
く
、
23
件
あ
り
ま
し
た
。

③
内
容
別
で
見
る
と
、「
判
断
不
十
分

契
約
」
が
16
件
（
全
体
の
10
・
3
％
）

で
、前
年
度
よ
り
４
％
増
え
ま
し
た
。

④
当
セ
ン
タ
ー
が
交
渉
な
ど
仲
介
し
て

解
決
し
た
件
数
は
39
件
（
全
体
の

25
・
2
％
）
で
、
前
年
度
よ
り
5
・

2
％
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
り
相
談
者

に
出
た
利
得
は
、
２
７
４
６
万
１
０

８
９
円
で
し
た
。

詳
細
事
例

・
高
齢
者
の
相
談
の
中
に
は
、
認
知
症

な
ど
判
断
能
力
の
低
下
に
よ
る
契
約

ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
あ
り
ま
す

・
生
活
苦
に
よ
る
多
重
債
務
問
題
が
増

え
て
い
ま
す

　

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
☎
88
‐
８
１
０
３
）

～総額2,746万円の被害を防ぐ～

平成22年度平成22年度
勝山市消費生活相談の概要勝山市消費生活相談の概要
　勝山市消費者センターが平成22年度に受
け付けた相談件数は、苦情が155件、問い
合わせが130件の合計285件でした。

平成18年～22年度の相談件数年齢別相談件数
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安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

行
政
と
地
区
住
民
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
区
長
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
◎
地
区
区
長
会
長
、
○
地
区
区

長
会
副
会
長
、
☆
地
区
区
長
会
理
事
）

勝
山
地
区

元
禄
＝
斎
藤
和
之
介
、
☆
元
町
２
＝
大
久
保

恵
秀
、
元
町
３
＝
和
田
次
泰
、
昭
和
町
１
＝

藤
田
昌
秀
、
☆
昭
和
町
２
＝
山
場
正
之
、
昭

和
町
３
＝
黄
倉
幸
一
、旭
町
１
＝
松
田
幸
彦
、

☆
旭
町
２
＝
木
下
節
也
、
旭
毛
屋
町
＝
杉
俣

和
之
、
☆
立
川
町
＝
山
田
幹
男
、
上
郡
＝
久

保
勝
美
、
上
袋
田
＝
松
田
憲
之
、
下
袋
田
＝

澤
田
稔
之
佑
、
上
後
＝
上
山
哲
夫
、
◎
中
後

＝
杉
平
信
夫
、
☆
下
後
＝
山
本
周
二
、
上
長

渕
＝
木
村
嘉
雄
、
☆
下
長
渕
＝
笠
松
徹
、
○

富
田
＝
木
下
潔
、
○
沢
町
＝
久
保
憲
司
、
☆

芳
野
町
＝
山
川
肇
彦

猪
野
瀬
地
区

猪
野
口
＝
帰
山
一
範
、
◎
若
猪
野
＝
松
山
保

雄
、
高
島
＝
和
田
栄
一
、
西
高
島
＝
三
觜
博

信
、
毛
屋
＝
北
川
教
高
、
猪
野
＝
梅
田
達
夫
、

○
片
瀬
＝
竹
原
幸
雄
、片
瀬
町
＝
嶋
田
一
由
、

岡
横
江
＝
米
村
誠
一

平
泉
寺
地
区

◎
平
泉
寺
＝
松
田
正
道
、
赤
尾
＝
福
田
耕
太

郎
、
笹
尾
＝
手
塚
豊
治
、
大
渡
＝
上
山
忠
幸
、

壁
倉
＝
中
村
功
、
○
岩
ケ
野
＝
辻
尊
志
、
大

矢
谷
＝
谷
口
正
毅
、
小
矢
谷
＝
中
山
茂
治
、

神
野
＝
滝
本
幹
男
、
経
塚
＝
福
田
都
紀
雄
、

上
野
＝
南
清
和
、
池
ケ
原
＝
山
田
ひ
さ
子

村
岡
地
区

◎
滝
波
町
＝
笠
川
剛
士
、
○
郡
町
＝
中
村
善

丸
、
五
本
寺
＝
小
玉
勲
、
黒
原
＝
前
田
二
蔵
、

栃
神
谷
＝
山
岸
明
夫
、
暮
見
＝
中
村
輝
雄
、

寺
尾
＝
松
原
一
、
○
浄
土
寺
＝
高
野
忍
、
長

山
町
＝
山
口
克
家

北
谷
地
区

中
尾
＝
中
山
茂
一
、
○
北
六
呂
師
＝
加
藤
清

喜
、
河
合
＝
斎
藤
邦
夫
、
◎
木
根
橋
＝
小
林

信
男
、
小
原
＝
杉
吉
政
己
、
谷
＝
田
中
久
明

三
、
杉
山
＝
安
岡
久
男

野
向
地
区

龍
谷
＝
比
良
野
八
郎
右
ヱ
門
、
竹
林
＝
内
田

東
市
、
○
聖
丸
＝
西
出
信
夫
、
深
谷
＝
西
村

誠
一
、
◎
薬
師
神
谷
＝
石
塚
善
榮
、
牛
ケ
谷

＝
清
水
嘉
夫
、
北
野
津
又
＝
松
井
敬
、
横
倉

＝
北
川
雅
敏

荒
土
地
区

松
田
＝
木
下
立
夫
、
田
名
部
＝
丹
後
清
明
、

布
市
＝
平
泉
源
士
、○
清
水
島
＝
南
部
英
二
、

北
新
在
家
＝
水
上
清
雄
、別
所
＝
横
山
正
宣
、

○
境
＝
山
内
博
、
戸
倉
＝
日
谷
新
一
、
西
ケ

原
＝
乾
甚
一
、
新
道
＝
橋
爪
靜
、
細
野
口
＝

下
牧
紘
一
、
北
宮
地
＝
石
塚
知
幸
、
◎
堀
名

＝
石
倉
必
勝
、
中
清
水
＝
石
井
隆
重
、
伊
波

＝
皿
澤
賢
一
、
妙
金
島
＝
齋
藤
治
一
、
新
保

＝
多
田
誠
、
松
ケ
崎
＝
前
田
信
夫

北
郷
地
区

西
妙
金
島
＝
島
田
典
幸
、
檜
曽
谷
＝
津
田
俊

一
、
○
新
町
＝
平
井
孝
、
志
比
原
＝
竹
内
芳

昭
、
上
森
川
＝
立
平
幸
太
郎
、
下
森
川
＝
笠

川
栄
司
、
東
野
＝
石
川
文
男
、
伊
知
地
＝
川

村
謙
一
、
◎
坂
東
島
＝
松
村
健
剛
、
上
野
＝

木
下
辰
夫

鹿
谷
地
区

○
保
田
＝
渡
辺
庸
夫
、西
光
寺
＝
誓
斉
一
男
、

北
西
俣
＝
宮
川
平
意
、矢
戸
口
＝
森
下
岩
夫
、

◎
本
郷
＝
山
内
利
秋
、
西
遅
羽
口
＝
黒
瀬
久

喜
、
東
遅
羽
口
＝
宇
佐
美
博
文
、
杉
俣
＝
山

内
政
司
、
志
田
＝
石
田
成
江
、
発
坂
＝
嶋
田

繁
孝
、
保
田
出
村
＝
夛
田
源
氏

遅
羽
地
区

下
荒
井
＝
斎
藤
耕
一
、
嵭
崎
＝
澤
田
裕
治
、

大
袋
＝
牧
野
昌
久
、
○
新
道
＝
仲
村
久
治
、

北
山
＝
斎
藤
甚
三
郎
、
蓬
生
＝
斎
藤
茂
則
、

中
島
＝
伊
藤
廣
忠
、
千
代
田
＝
藤
原
広
幸
、

◎
比
島
＝
松
山
隆
重

くらしのご相談
承ります

　市では、意識調査や出前講座など
の消費者行政にご協力いただくかた
がたを次のとおり委嘱しましたの
で、ご紹介します。

委嘱式の様子

　　　　　　　（敬称略、順不同）
■勝山市くらしのアドバイザー
　久　保　十止子
　斎　藤　紀　行
　林　　　一　恵
　森　景　秀　一

■勝山市消費生活モニター
　織　田　皇　子（勝　山）
　竹　田　めぐみ（勝　山）
　中　塚　真知子（猪野瀬）
　堂　山　悦　子（平泉寺）
　鈴　木　ひろ美（村　岡）
　小　林　信　男（北　谷）
　棚　田　喜代美（野　向）
　堀　　　隆　子（荒　土）
　林　　　敬　子（北　郷）
　前　川　京　美（鹿　谷）
　斎　藤　美穂子（遅　羽）

　くらしに関するご相談は、アドバ
イザーやモニターにお寄せくださ
い。

問　市民相談室（☎88‐8103）

平
成
23
年
度
の
区
長
さ
ん
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　勝山市の旬な情報やイベント案内、各地の素敵な名
所・名産品の紹介など、勝山市に関するホット（ほや
ほや）な情報を、ラジオでお届けしていきます。
　なお、このラジオ番組は、市のホームページからも
聞くことができますので、ぜひお聞きください。

番 組 名　　「キラリかっちゃま☆ほやほやラジオ」
放送日時　　毎週水曜日　午後１時～１時55分
放 送 局　　ＦＭ福井（大野・勝山　84.7ＭＨz）

ＦＭ福井の番組作成スタッフ

問　秘書・広報課（☎88‐1114）

勝山の情報をＦＭラジオで発信！勝山の情報をＦＭラジオで発信！

取立山トレッキングツアー取立山トレッキングツアー
～ミズバショウ群生地見学ツアー～～ミズバショウ群生地見学ツアー～

　

行
政
相
談
委
員
を
次
の
と
お
り
再
委
嘱
し

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

深
谷　

久
枝　
（
元
町
１
）

　

仲
谷　

則
雄　
（
伊
知
地
）

　

行
政
相
談
は
次
の
と
お
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
悩
み
や
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
毎
月
第
3
水
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
（
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館　

蘭
・
桜
の
間

問　

未
来
創
造
課 

（
☎
88
‐
1
1
1
5
）

　

市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
調
査
・
審

議
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任　

期
▼
２
年
（
７
月
１
日
〜

　

平
成
25
年
６
月
30
日
）

※
会
議
は
年
2
回
程
度
で
す

対　

象
▼
20
歳
以
上
の
市
民

募
集
人
員
▼
若
干
名

応
募
締
切
▼
５
月
31
日
（
火
）

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
問　

未
来
創
造
課 （
☎
88
‐
1
1
1
5
）

　

鳥
獣
保
護
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
野
生
鳥

獣
（
鳥
獣
保
護
法
の
対
象
に
な
ら
な
い
ネ
ズ

ミ
類
お
よ
び
海
棲
ほ
乳
類
は
除
く
）
は
、
次

の
場
合
を
除
き
捕
獲
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
損
傷
や
卵
の
採
取
を
含
む
）

◆
狩
猟
制
度
に
基
づ
き
、
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
場
合

◆
鳥
獣
に
よ
る
生
活
環
境
・
農
林
水
産
業
ま

た
は
、
生
態
系
に
係
る
被
害
の
防
止
を
目

的
と
す
る
場
合
や
学
術
研
究
の
目
的
な
ど

の
場
合
で
、
法
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
場

合
問　

林
業
振
興
課 

（
☎
88
‐
８
１
２
１
）

　

勝
山
市
地
域
職
業
相
談
室
「
マ
イ
ワ
ー
ク

か
つ
や
ま
」
で
は
、
職
に
関
す
る
ご
相
談
な

ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
▼
奥
越
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー　

２
階

開
館
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
き
ま
す

業
務
内
容
▼
求
職
の
相
談
や
紹
介
、「
求
人

自
己
検
索
機
」に
よ
る
求
人
情
報
の
提
供
、

事
業
所
か
ら
の
求
人
の
受
理

※
「
求
人
情
報
自
己
検
索
機
」
で
は
、
県
内

の
最
新
求
人
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す

問　

マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま

 

（
☎
88
‐
１
２
８
６
）

行
政
相
談
委
員
の
ご
紹
介

行
政
相
談
委
員
の
ご
紹
介

勝
山
市
男
女
共
同
参
画

勝
山
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

む
や
み
に
獲
っ
て
は

む
や
み
に
獲
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
！

い
け
ま
せ
ん
！

求
職
の
相
談
・
紹
介
は

求
職
の
相
談
・
紹
介
は

「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」へ

「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」へ

と　き▶5月28日（土）　午前８時～
集　合▶勝山駅駐車場または

勝山温泉センター「水芭蕉」
定　員▶50人（小学校高学年以上）
費　用▶2,100円（バス代ほか）
準備物▶弁当、飲み物、雨具など
申込締切▶5月20日（金）
・問　勝山温泉センター「水芭蕉」

（☎87‐1507）（☎87‐1507）
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「かつやま逸品開発・販路開拓事業」で「かつやま逸品開発・販路開拓事業」で
開発された商品のご紹介開発された商品のご紹介

〝
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞を

〝
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞を

募
集
し
ま
す
！

募
集
し
ま
す
！

溢
れ
る
観
光
資
源
を
活
か
し
た
「
観
光
の
ま
ち
」
へ

募
集
人
員
▼
１
人

業
務
内
容
▼
勝
山
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
観
光
政
策
の
実
施
に
関
す
る
こ
と

（
次
に
具
体
的
な
業
務
を
記
載
）

•
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
と
施
設
の
魅
力
を
さ

ら
に
高
め
て
、
連
携
す
る
仕
組
み
を
つ
く

り
、
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る

•
勝
山
市
独
自
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ジ

オ
パ
ー
ク
を
組
み
入
れ
た
着
地
型
観
光
の

展
開
を
図
る

•
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
向
上
し
て
、
中
心
市

街
地
へ
の
誘
客
を
図
る

•
勝
山
市
の
観
光
戦
略
を
担
う
人
材
の
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
機
構
を
確
立
す

る
応
募
資
格
▼
次
の
要
件
を
満
た
す
か
た

•
昭
和
51
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か

た
•
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
か
た

•
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
観

光
に
限
ら
な
い
）
な
ど
に
関
す
る
業
務
に

10
年
程
度
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
か
た

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
、
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

•
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

•
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
か
た

•
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
か
た

※
外
国
人
の
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
永
住

許
可
を
受
け
て
い
る
か
た
に
限
り
ま
す

任　

期
▼
2
年
5
か
月

（
11
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日
）

※
業
務
の
必
要
に
よ
り
、
５
年
間
ま
で
延
長

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

配
属
先
・
格
付
け
▼
観
光
政
策
課
に
配
属
さ

れ
ま
す
（
課
長
級
）

給　

与
▼
市
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
年
齢

や
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
歴
・
実
績
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
、
決
定
し
ま
す

申
込
方
法
▼
応
募
申
込
書
、
小
論
文
（
題
名

は
自
由
で
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
の
在
り
方

に
つ
い
て
述
べ
て
く
だ
さ
い
）
を
左
記
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
▼
８
月
24
日
（
水
）

・
問　

総
務
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
３
）

　市では、勝山の農林水産物を活用した商品開発を
支援（かつやま逸品開発・販路開拓事業）しています。
　このたび、小松有子さんがバラを活用した商品
を開発されましたのでご紹介しま
す。なお、これらは本事業の認定
第１号商品となります。
取扱店▶
・アマテラス・ガーデン／小松亭
　　（勝山市芳野170－142－2）
※バラ園も見ることができます
・ペンション星の子（勝山市178字郡１－６）
連絡先▶ペンション星の子（☎87‐6000）
※近日中、インターネット販売の受付予定
ＨＰアドレス　http://amaterasu-g.com/

問　農業政策課（☎88‐8106）

左上：バラのプリン
右上：バラクリーム

のどら焼
左下：バラ大福
右下：バラの

シューアイス

小松さん

東日本大震災により避難されているかたへ

避難先における情報提供のお願い避難先における情報提供のお願い

避難されているかた

全国避難者情報システム

避難前にお住まいの市区町村など

　避難前にお住まいの市区町村などからの行政サービスに
関する情報（見舞金の給付、税金・保険料の減免など）を
お届けするために、「全国避難者情報システム」への情報
提供をお願いします。

問　未来創造課（☎88‐1115）

福井県

勝山市

情報提供

お知らせ

見舞金などの各
種給付の連絡、
国民健康保険証
の再発行、税・
保険料の減免な
どの通知　など

氏名、性別、
生年月日、
避難前・避難先
の住所など
※ 本人の同意書
を取ります
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恐
竜
博
物
館
周
辺
の
渋
滞
緩
和
に

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
を
実
施

■
４
月
29
日
〜
５
月
５
日　

恐
竜
博
物
館

　ゴールデンウィーク期間中、JAテラル越
前中支店の駐車場からシャトルバスで恐竜博
物館まで観光客を輸送しました。1,230台で
4,347人の利用がありました。

２
年
連
続
大
賞
受
賞

フ
ラ
ワ
ー
・ブ
ラ
ボ
ー
・コ
ン
ク
ー
ル

■
４
月
23
日　

勝
山
南
部
中
学
校　フラワー・ブラボー・コンクール（県、県教委、

中日新聞、日刊県民福井主催）で、勝山南部中
学校の春花壇が2年連続の大賞を受賞しました。
今年のテーマは花魚（フラワーフィッシュ）です。

大
震
災
被
災
者
支
援
の
た
め
に

越
前
大
仏
も
ん
ぜ
ん
市
開
催

■
４
月
30
日　

越
前
大
仏
門
前
町

森
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す

緑
の
募
金
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
４
月
28
日　

市
内
量
販
店

　越前大仏もんぜん市が開催され、手打ちそばや、
地場産野菜などの販売が行われました。門前町の
一部は大震災被災者受入のために改装・住宅化さ
れ、当日の大仏拝観料は受入費用に使われます。

　森林整備や緑を増やすために使われる緑の
募金のキャンペーンが行われ、杉の子緑の少
年隊（平泉寺小）とガールスカウトが募金を
呼びかけました。

防
火
意
識
を
高
め
よ
う
！

子
ど
も
走
り
や
ん
こ
開
催

■
５
月
３
日　

芳
野
区

　第37回芳野子ども走りやんこ大会が行わ
れ、芳野区と沢区の小学生およびオープン参
加の中学生約50人が参加しました。

バ
ラ
の
ス
イ
ー
ツ
に
歓
声

「
か
つ
や
ま
逸
品
開
発
事
業
」報
告
会

■
４
月
29
日　

ア
マ
テ
ラ
ス
・
ガ
ー
デ
ン

　見出しの事業によって開発された、バラを
使用した大福、どら焼き、シューアイス、プ
リンの報告会と試食会が、開発者の小松有子
さんの店舗で行われました。

町
を
味
わ
い
、
町
を
楽
し
む

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
花
嫁
衣
裳
展

■
５
月
３
〜
５
日　

元
禄
一
番
街
界
隈

　地域に眠る明治・大正・昭和の花嫁衣裳（打
ち掛け、振袖）27点が、元禄一番街の商家と
民家で展示されました。

最
先
端
の
繊
維
を
知
る

「
未
来
に
輝
く
繊
維
の
世
界
展
」開
催

■
４
月
29
日
〜　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山　市内・県内で開発された繊維の高度な技術

を使用した製品を展示しています。小惑星探
査機「はやぶさ」のアンテナに使用された繊
維技術のご紹介もあります。
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お
城
で
優
雅
に

第
５
回
勝
山
城
清
明
茶
会

■
４
月
17
日　

勝
山
城
博
物
館

　春爛漫の陽気の中、勝山城で清明茶会が開
催され、多くの参加者で賑わいました。日本
庭園では野

の

点
だて

も行われました。

今
年
も
始
ま
り
ま
し
た

平
泉
寺
大
門
市
開
か
れ
る

■
４
月
22
日
〜　

平
泉
寺
区

　1000年の歴史を持つといわれる平泉寺大
門市が始まり、多くの人が買い物に訪れまし
た。地場産の野菜などが人気です。

国
史
跡
を
美
し
く
保
つ

平
泉
寺
春
の
一
斉
清
掃

■
４
月
24
日　

平
泉
寺
区

　今年は大雪の影響で、例年より実施が遅く
なりましたが、平泉寺区民120人と、市職員
などのボランティア60人が参加し、境内から
菩提林までの清掃を行いました。

さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

「
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成
事
業
」審
査
会

■
４
月
24
日　

す
こ
や
か

　今年度から、市民による自主的なまちづく
り支援を行うための「わがまち魅力醸成事業」
がスタートします。審査会には26団体が参加
し、プレゼンテーションを行いました。

待望の新施設野向児童館落成式が開催される
■4月23日　野向児童館（野向町龍谷）

まちなかで豪快にリレー走りやんこ今年も駆ける！
■4月13日　勝山地区

　老朽化した野向児童ホールに代わり、野向児童館が新築
され、落成式が開催されました。式典では市長、市議会議
長がお祝いの言葉を述べ、式典後のアトラクションでは、
野向小児童による雅楽や地元の太鼓演奏などで完成を祝い
ました。

　春季消防訓練が片瀬地区を中心に行われ、訓練終了後、
市の無形文化財である走りやんこが行われました。栄町か
らスタートし、ゴールの長山公園まで、まちなかを駆け抜
けました。

野向児童館の外観（写真上段）、あいさつする山岸市長
（下段右）、雅楽を披露する野向小児童（下段左）

豪快なまとい投げ、（写真左）、越前大仏前での一斉放
水の様子（写真右上）、スタート直後（写真右下）




